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＜目的＞　本研究は、台所におけるゴミ容器の扱い方を左右する要因の一つとして、厨芥
処理の考え方や生活習慣などから、主婦の環境意識との関連を考察する。
＜調査の概要＞　その１のアンケート①の調査項目で、主婦の環境意識を把握するものと
して、厨芥処理の重視項目、理想像、ストレーナーの考え方について尋ねた。また、意識
と行動との関連を探るため、ゴミ・水・資源に関する生活習慣について親子に質問した。
＜結果と考察＞　①厨芥処理の重視項目は、清潔さを第一優先とする人がn%  、生ゴミも＜結果と考察＞　①厨芥処理の重視項目は、清潔さを第一優先とする人がn%  、生ゴミも
ジンク内にゴミ容器を置き、こまめに処理するのを理想とする人が67％を占める。この清
潔さ志向は、厨芥処理の理想として「ゴミ輸送システム」14％、「マイクロ波処理」22％
につながっている。②家庭でできる生活排水対策として、ストレーナーに厨芥をためない
という指導がされている、今調査では15  6 人がストレーナー付きの流しで、うち21% が
その中にゴミをためていた、また、ストレーナーの大きさは85％が適当とし、ゴミ受けと
しての是非を間う設問も現状肯定が64％と問題意識は低かった。③親の環境意識では、
「食べない食品の廃棄」「ペーパーの使用 」「 回収のためのゴミ保管 」などの項目で意識
の低い回答が40％と目立った他は、概して意識が高かった。特に「家族の家事参加と、環
境教育 」には90 ％が高い意識を示した、また、子供の生活行動を見ると「分別への配慮 」
「 ペーパーや洗剤使用量の配慮 」などの項目で50 ％は親からの伝達がなされていなかった。
④環境負荷の大きい、卵液・てんぷら油・ツナ缶油の処理方法と、主婦の意識度・ストレ
ーナー使用状況との相関を見ると、卵液・ツナ缶油に対する意識のないことがわかった、
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【はじめに】欧米の家庭で厨芥がどのように処理されているか事例調査を行い日木での同

様のiHJ[t結果と比較することで日本の厨芥mm に求められる特徴と問題点を明らかにする

ことを目的とした。【調査の概要】厨芥の処理と搬出の方法（ディスポーザーの使用の有

無、自家処理の有無など）について尋ね、ごみの分額と捨て方、ごみ容i の揃え方、容量

等図示してもらった。調査表は90年8.月～0 月に発送し、回答を得らiiたものの内から主

にアメリカS 軒, イギリス５軒、カナダ７軒、ドイツ２軒を抽出した。

等図示してもらった。調査表は90年８月～10月に発送し、回谷を得られたものの内から主

にアメリカ８軒、イギリス５軒、カナダ７軒、ドイツ２軒を抽出した。

【結果と考察】①厨芥の処理方法：アメリカ(is 軒のうち６軒がディスポーザーを使用し

ており、イギリスはディスポーザーを使用しているのは一軒のみだったが、５軒総てがコ

ンポスト化などの自家処理を行っていた。生ごみは自宅で処理するという意識がまだ健在

である。②ごみ容器の揃え方・使い方：日本での調杏の結果、日本では流しに1.5個、台

所内に1.6個（流し以外）の厨芥用ごみ容器が用意されているのに比べてイギリスでは全家

庭food waste用１つのみ、アメリカは３タイプに分かれるが台所に厨芥用ごみ容器を複数

置いているのは少ない｡用意されているごみ容器を容量に換算して比瞰すると日本の厨芥

量の多さが伺える｡またアメリカ､カナダ､イギリス共に屋外のごみ容器は複数用意してい

るのが特徴的で､リサイクル物品のストック用容器も用意されている③ごみ容器の位il:

ディス,-Kーザーの使用が多いアメリカではfood waste用容器はほとんどがシンク下に集中

している｡ドイツの例は集合住宅でごみ容器はシステムッキッチンの中に配列されている。

イギリスの場合は日本と同様調理場所周辺にやや敞らばっている。


